
平成１７年第４回美郷町議会定例会 

 

議 事 日 程 （第１号） 

 

                       平成１７年６月７日（火曜日）午前１０時開会 

 

第 １ 会議録署名議員の指名 

第 ２ 会期の決定 

第 ３ 議長の諸般報告 

    １．総務常任委員会副委員長の辞任及び選任の報告 

    ２．大仙美郷環境事業組合議員の辞職の報告 

    ３．例月出納検査の報告（２月分、３月分、４月分） 

    ４．千畑ヘルス観光株式会社の平成１６年度営業報告書・決算報告書及び平成１７年度事

業計画書・収支見積書の報告 

    ５．有限会社あったか山の平成１６年度営業報告書・決算報告書及び平成１７年度事業計

画書・収支計画書の報告 

第 ４ 町長の行政報告 

第 ５ 請願第 ４ 号 定率減税の縮小・廃止の中止を求める意見書採択に関する請願 

第 ６ 陳情第 ８ 号 国土調査事業の県内業者育成に関する陳情書 

第 ７ 陳情第 ９ 号 「骨太方針２００５」において住民本位の地方財政確立に向けた意見書採

択を求める陳情書 

第 ８ 報告第 １ 号 専決処分事項の報告について 

第 ９ 報告第 ２ 号 繰越明許費繰越計算書の報告について 

第１０ 報告第 ３ 号 繰越明許費繰越計算書の報告について 

第１１ 承認第 １ 号 専決処分事項の承認を求めることについて 

第１２ 承認第 ２ 号 専決処分事項の承認を求めることについて 

第１３ 承認第 ３ 号 専決処分事項の承認を求めることについて 

第１４ 承認第 ４ 号 専決処分事項の承認を求めることについて 

第１５ 承認第 ５ 号 専決処分事項の承認を求めることについて 

第１６ 承認第 ６ 号 専決処分事項の承認を求めることについて 
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第１７ 議案第５１号 秋田県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び秋田

県市町村総合事務組合規約の一部変更について

第１８ 議案第５２号 秋田県市町村会館管理組合を組織する地方公共団体の数の減少について

第１９ 議案第５３号 秋田県町村土地開発公社定款の一部を改正する定款

第２０ 議案第５４号 美郷町国民健康保険税条例の制定について

第２１ 議案第５５号 工事請負契約の締結について

第２２ 議案第５６号 平成１７年度美郷町一般会計補正予算第１号

第２３ 議案第５７号 平成１７年度美郷町国民健康保険特別会計補正予算第１号

第２４ 議案第５８号 平成１７年度美郷町簡易水道事業特別会計補正予算第２号

第２５ 議案第５９号 平成１７年度美郷町下水道事業特別会計補正予算第１号

第２６ 議案第６０号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

第２７ 議案第６１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

本日の会議に付した事件

議事日程に同じ
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出席議員（４６名）

１番 福 田 守 君 ２番 煙 山 多三郎 君

３番 佐々木 順 吉 君 ４番 鈴 木 一 君

５番 村 田 薫 君 ６番 小 西 文 男 君

７番 谷 屋 誠 市 君 ８番 田 口 繁 男 君

９番 中 村 利 昭 君 １０番 吉 野 久 君

１１番 小田長 輝 一 君 １２番 泉 繁 夫 君

１４番 武 藤 威 君 １５番 橋 猛 君

１６番 戸 澤 勉 君 １７番 久 米 章 弘 君

１８番 橋 隆 治 君 １９番 泉 谷 理毅男 君

２０番 伊 藤 福 章 君 ２１番 熊 谷 良 夫 君

２２番 齊 藤 新一郎 君 ２３番 森 元 利 漠 君

２４番 泉 美和子 君 ２５番 橋 正 治 君

２６番 山 田 鐵之助 君 ２７番 高 橋 福 松 君

２８番 藤 田 亥左夫 君 ２９番 若 畑 文 英 君

３０番 高 橋 久 男 君 ３１番 森 元 淑 雄 君

３２番 武 藤 健 君 ３３番 永 井 久 雄 君

３４番 熊 谷 隆 一 君 ３５番 佐々木 正 君

３６番 佐 藤 倉 一 君 ３７番 中 村 美智男 君

３８番 戸 沢 藤 一 君 ３９番 佐 藤 時 夫 君

４０番 斉 藤 正 衛 君 ４１番 深 沢 義 一 君

４２番 澁 谷 俊 二 君 ４３番 飛 澤 龍右エ門 君

４４番 杉 澤 隆 一 君 ４６番 竹 村 由 広 君

４７番 伊 藤 光 明 君 ４８番 後 松 一 成 君

欠席議員（２名）

１３番 大久保 伸 一 君 ４５番 半 田 秀 雄 君

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名

町 長 松 田 知 己 君 助 役 佐々木 敬 治 君

収 入 役 坂 本 昇 一 君 町 長 公 室 長 二 藤 誠 祥 君
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総 務 課 長 森 川 福 蔵 君 企 画 課 長 小 原 正 彦 君

税 務 課 長 深 澤 章 一 君 住民生活課長 鈴 木 四 郎 君

総 合 サービス課 長 飛 澤 明 則 君 総 合 サービス課 長 中 野 弘 君
（六郷庁舎） （千畑庁舎）

総 合 サービス課 長 樋 場 雄 一 君 福祉保健課長 辻 一 志 君
（仙南庁舎）

農 政 課 長 深 澤 廣 君 商工観光課長 小 林 宏 和 君

建 設 課 長 照 井 一 夫 君 国体準備室長 渋 谷 喜 一 君

農 業 委 員 会
出 納 室 長 大 澤 薫 君 星 山 正 美 君

会 長

農 業 委 員 会
山 内 英 世 君 教 育 委 員 長 清 水 猛 君

事 務 局 長

教 育 長 高 橋 福 雄 君 学 務 課 長 高 橋 薫 君

社会教育課長 小 松 清 君 幼児教育課長 泉 谷 隆 雄 君

代表監査委員 久 米 力 君

職務のため出席した者の職氏名

事 務 局 長 武 藤 久 男 参 事 渋 谷 新 一

局 長 補 佐 田 中 まき子 局 長 補 佐 久 米 良 子

上 席 主 任 大 澤 修
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◎開会及び開議の宣告

議長（後松一成君） 定刻を過ぎましたが、出席議員が定足数に達しておりますので、ただいま

から平成１７年第４回美郷町議会定例会を開会いたします。

直ちに会議を開きます。

（午前１０時１０分）

◎会議録署名議員の指名について

議長（後松一成君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議規則第 １１８条の規定により、１１番、小田長輝一君、１２番、泉 繁夫君を指名いたします。

◎会期決定について

議長（後松一成君） 日程第２、会期の決定についてを議題といたします。

お諮りいたします。会期は本日６月７日から６月１０日までの４日間としたいと思いますが、こ

れにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

議長（後松一成君） 異議なしと認めます。

よって、会期は４日間と決定をいたしました。

なお、会期中の審議予定については、先般、議会運営委員会を開催し、検討されました。その

結果について議会運営委員長より報告を求めます。

議会運営委員長、熊谷良夫君。

（議会運営委員長 熊谷良夫君 登壇）

議会運営委員長（熊谷良夫君） おはようございます。５月１１日、６月６日の２回にわたり議会

運営委員会を開催いたしました。結果、内容についご報告いたします。

定例議会の会期及び審議内容についてご報告申し上げます。会期については６月７日から６月
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１０日までの４日間としました。

次に内容について申し上げます。初日は会議録署名議員の指名の決定、議長より諸般の報告、

町長の行政報告を行いまして、その後、請願、陳情の審査を常任委員会に付託する予定です。次

に、報告第１号から第３号までを報告いたしまして、それから承認１号から承認６号まで審議を

行います。議案５１号から６１号までは議案の説明を行う予定です。

あすは本会議を休会いたしまして常任委員会を開催し、付託された案件の審査を行う予定であ

ります。

３日目の９日木曜日は再開いたしまして一般質問を行います。質問者は１２名です。

最終日の１０日は初日に説明のありました議案の審議を行いまして終了後、付託されました陳情、

請願の件について各委員長から委員会報告をいたしまして終了の予定であります。

議長（後松一成君） ただいま議会運営委員長から報告がありましたが、これに質問ありません

か。

（「なし」の声あり）

議長（後松一成君） それでは、日程についてはただいまの委員長の報告のとおり進めたいと思

います。

◎諸般の報告

議長（後松一成君） 日程第３、諸般の報告を行います。

１として、平成１７年５月２３日付で病気療養中の大久保伸一君より、総務常任委員長あてに総務

常任副委員長の辞任の届け出がありました。それに伴い、６月６日に総務常任委員会が開催され

許可されましたことについて報告いたします。なお、その後任の副委員長として藤田亥左夫議員

が選出されましたことを報告いたします。

２として、大仙美郷環境事業組合議員でもありました大久保伸一議員が議員の辞職願いを大仙

美郷環境事業組合に提出いたしまして、平成１７年５月２７日付で許可になっております。その報告

もいたします。なお、補欠議員の選挙の執行の依頼がありましたのであわせてご報告申し上げま

す。

３として、町の監査委員より例月出納検査、平成１６年度２月分、３月分、４月分並びに平成１７

年度４月分の報告がありました。その写しも皆さんのお手元に配付しております。それをもって
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報告にかえたいと思います。

４として、千畑ヘルス観光株式会社、平成１６年度営業報告並びに決算報告及び平成１７年度事業

計画書・収支見積書の報告がありましたので、その写しも皆さんのお手元に配付しております。

それをもって報告にかえさせていただきます。

５として、有限会社あったか山、平成１６年度の決算報告書の報告がありました。その写しも皆

さんのお手元に配付しております。

◎町長の行政報告

議長（後松一成君） 日程第４、定例会招集に当たって町長の行政報告の申し出がありました。

これを許します。町長、松田知己君。

（町長 松田知己君 登壇）

町長（松田知己君） 平成１７年第４回美郷町議会定例会に当たり、諸般の報告並びに議案の概要

を申し上げ、行政報告といたします。

初めに、町長公室関係ですが、合併後初の行政座談会を６月２０日から７月１５日にかけて町内１５

カ所で開催いたします。本年度の主要事業説明のほか、現在策定中の美郷町総合計画案の概要説

明等を行い、町民各位からさまざまなご意見等を伺うとともに、今後の取り組みに反映させてま

いりたい考えです。

次に、総務課関係ですが、先般、「美郷町まちづくりガイド」を作成し、各世帯に配布いたし

ました。今年度のまちづくりの具体策についてご理解いただくとともに、まちづくりに対する情

報を町民と行政が共有し、住民参加のもとでまちづくりを推進していくきっかけになることを期

待しております。

また、平成１７年度の美郷町職員採用試験についてですが、来年度は２名の新規採用を予定して

おります。急激な職員減少による業務遅滞の回避と将来の町職員の適正な年齢分布を期したいた

め採用する意向です。申し込み期間は６月８日から２９日までで試験日は７月２４日としております。

これら採用試験の受験案内については広報美郷６月号及び美郷町ホームページに掲載し、周知し

ているところです。

次に、企画課関係ですが、６月１日、直接各課に電話が通じる「ダイヤルイン方式」を導入い

たしました。町民の方々からの「直接担当課につながる電話番号が欲しい」といったご要望を踏
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まえて導入したものです。なお、各課直通電話がご不明な場合、従来どおり８４局１１１１番に電話を

いただければ各課に電話をおつなぎすることもできます。

また、美郷町総合計画については、２月２６日の第１回美郷町総合計画審議会の開催以降、これ

まで４回にわたり審議会を開催し、５月３０日の審議会において美郷町総合計画基本構想について

答申をいただいております。また、基本計画については行政座談会やアンケート調査により町民

の方々のご意見、ご要望をお聞きし、その内容を十分に反映させてまいりたい考えです。

次に、住民生活課関係ですが、大仙美郷環境事業組合営一般廃棄物最終処分場建設整備事業に

ついてご報告申し上げます。大仙美郷環境事業組合営一般廃棄物最終処分場は現在、利用してい

る大仙市大曲一般廃棄物最終処分場が平成１８年度までの使用と見込まれているため、次期最終処

分場として地域が安心して受け入れられる最終処分場を構築することを基本理念に処理水を放流

しない、「無放流型」でコンクリート構造の貯留構造物の被覆型のクローズド型処分場を建設す

ることとしております。事業年度を平成１６年度から１９年度までの４カ年事業とし、平成２０年度の

供用開始を目指しております。建設地は大仙市南外地区矢向地内を予定しており、用地確保に向

け地権者と交渉中です。また現在、基本計画及び基本設計、生活環境影響調査、測量業務等の準

備作業を用地取得の作業と並行して進めているところです。概算事業費については、今後、確定

次第、ご報告したいと考えておりますので、ご理解をお願いいたします。

また、大仙美郷環境事業組合し尿処理場整備工事についてご報告いたします。大仙美郷クリー

ンセンターし尿処理場については、昭和６０年度に建設され平成２年度に増設しておりますが、建

設後の稼動年数が１５年を超え老朽化が進行しております。また、合併浄化槽の普及により生し尿

と浄化槽汚泥の割合が建設当初と大きく変わってきていることに加え、平成２０年度からの旧中仙

町分の搬入開始などに対応するため、平成１７年度、１８年度の２カ年事業として整備するものであ

ります。去る６月２日に入札し、昨日、組合議会で議決をいただいております。この後、詳細設

計に入り８月に着工、平成１９年３月２６日の竣工予定です。

次に、商工観光課関係ですが、町が出資する法人２社から平成１６年度決算について報告書の提

出がありましたので、その経営状況についてご報告いたします。最初に千畑ヘルス観光株式会社

についてですが、温泉運営のほか民謡長者の山全国大会、千畑マラソンラピンシャンカップなど

の観光推進行事、生産物直売施設、体験農園等交流施設、ふれあいセンター、仏沢公園施設管理

業務、道路除雪事業、学校給食センター業務を町から受託し、運営しております。収入総額は２

億 ４，５５４万 ４，０００円、支出総額は２億 ４，５１１万 ２，０００円、差し引き４３万 ２，０００円が当期純利益と

なり、また利用客延べ数は２０万 ６，５２０人で昨年比５％の増となっております。
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続いて、有限会社あったか山についてですが、温泉運営のほかコテージ、バンガロー、キャン

プ場施設を運営しております。収入総額は ７，５６３万 １，０００円、支出総額は ７，４８３万 ７，０００円、差

し引き７９万 ４，０００円が当期純利益となり、また温泉保養館の利用客の延べ数は１０万 ７，６９０人で昨

年比９％減、コテージは１万 １６０人で、昨年比１２％減となっております。現在、町内３カ所の温

泉施設についてはそれぞれの特性を生かし共通利用券の導入など相乗効果を高めながら健全運営

に努めているところです。

次に、農政課関係ですが、平成１７年度の生産調整目標面積は １，６１１ヘクタール、水稲作付率は、

千畑地区 ７０．７４％、六郷地区 ７３．７９％、仙南地区 ７４．２７％で農家の皆様に配分し、協力をお願い

しておりますが、４月２８日までに農家から水稲生産実施計画書の回収を終了しております。転作

の第１次確認は６月１３日から２４日までを現地確認期間として関係機関の協力を得て実施いたしま

す。なお、４月２０日には美郷町水田農業推進協議会を開催し、美郷町地域水田農業ビジョンを制

定し、秋田県米政策事業推進本部に計画書の承認を申請しております。

加工米につきましては今年度から農家の自主的な希望数量の申し込みとしたところ、 ２３５．９ヘ

クタールの申し込みがあり、昨年より１６．１ヘクタール、 ７．３％増加しております。また農業振興

センター運営委員会を５月２０日に開催し、関係機関、団体の連携のもと、無人ヘリによる防除推

進や朝ご飯たべよう運動の推進など今年度の事業計画を協議しております。

また、ツキノワグマの生息調査のため、５月２日から５月３１日までの１カ月間、町内の猟友会

に捕獲を許可したほか、カラス、ゴイサギによる農作物への被害が発生しているのを受け、５月

１０日から６月８日まで仙北東部猟友会仙南支部にお願いして有害鳥獣の駆除を実施しております。

次に、国体準備室関係ですが、去る５月９日、秋田わか杉国体美郷町実行委員会を設立いたし

ました。実行委員として町、警察、消防、学校教育、スポーツ団体、経済産業、宿泊観光などに

かかわる６３名に委員を就任していただいております。今後、実行委員会では国体の円滑な開催に

向けての計画準備、各競技団体との協議、その他関係機関との連絡調整、町民運動の推進などに

着手してまいります。

次に、教育委員会、学務課関係ですが、千畑南小学校、千屋小学校、六郷東根小学校、千畑中

学校の耐震診断委託業務と仙南東小学校、仙南西小学校耐震補強工事をそれぞれ５月下旬に発注

いたしました。現場での調査工事については夏期休業期間中に実施することとし、子供たちの学

習活動にできる限り支障のないように配慮いたします。また、六郷中学校の耐震補強工事契約に

つきましては本定例会にご提案いたしておりますので、よろしくご審議をお願いいたします。

続きまして、提案いたしました議案につきまして概要をご説明いたします。
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報告第１号 専決処分事項の報告についてですが、除雪車両事故に係る和解及び損害賠償の額

を専決処分したことについてご報告するものであります。

報告第２号及び報告第３号の繰越明許費繰越計算書の報告は、３月定例議会において議決いた

だいた平成１６年度一般会計補正予算並びに下水道事業特別会計の中の繰越明許費について繰り越

した金額及び財源内訳等をご報告するものであります。

承認第１号 専決処分事項の承認を求めることについては、３月２２日、大仙市の誕生に伴い大

仙市在住の児童が美郷町立保育園へ入園することになり専決処分により協定を締結したことにつ

いてご承認をいただくものであります。

承認第２号 専決処分事項の承認を求めることについては承認第１号と同じく大仙市の誕生に

伴い美郷町在住の児童が大仙市立保育園へ入園することになり専決処分により協定を締結したこ

とについてご承認をいただくものであります。

承認第３号 専決処分事項の承認を求めることについては、平成１６年度の年度末に交付決定や

起債許可が行われた地方譲与税、国県支出金、町債についての額及びそれらに伴う歳入の額の確

定による補正予算を専決処分したことについてご承認をいただくものであります。

承認第４号 専決処分事項の承認を求めることについては、条例により規定されている基金の

運用益を基金に繰り入れるための補正予算を専決処分したことについてご承認をいただくもので

あります。

承認第５号 専決処分事項の承認を求めることについては、３月２５日、地方税法が一部改正さ

れたことに伴い美郷町税条例を専決処分により改正したことについてご承認をいただくものであ

ります。

承認第６号 専決処分事項の承認を求めることについては、簡易水道事業に係る消費税納付分

についての増額補正予算を専決処分したことについてご承認をいただくものであります。

議案第５１号 秋田県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び秋田県市町村

総合事務組合規約の一部変更について並びに秋田県市町村会館管理組合を組織する地方公共団体

の数の減少については、本年３月の大仙市外６市の設置、６月に２町が大館市に編入合併するこ

とに伴い所要の改正が生じ、お諮りするものであります。

議案第５３号 秋田県町村土地開発公社定款の一部を改正する定款は、本年６月、比内町、田代

町が大館市に合併することに伴い定款を改正する必要が生じ、お諮りするものであります。

議案第５４号 美郷町国民健康保険税条例の制定については、統一した税率をもって国民健康保

険税を課税したく条例の制定をお諮りするものであります。
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議案第５５号 工事請負契約の締結については、六郷中学校耐震補強工事の請負契約を締結した

くお諮りするものであります。

議案第５６号 平成１７年度美郷町一般会計補正予算第１号は農業夢プラン応援事業補助、フロン

ティア農業者研修奨励補助、小学校施設整備事業等の増額及び４月に行った職員の人事異動に伴

う人件費の調整等についてお諮りするものであります。

議案第５７号 平成１７年度美郷町国民健康保険特別会計補正予算第１号は、歳入における国民健

康保険税の減額及び歳出における老人保健拠出金の減額等についてお諮りするものであります。

議案第５８号 平成１７年度美郷町簡易水道事業特別会計補正予算第２号は、千畑中央地区の事業

費及び大坂地区の水道管移設工事に伴う工事費等の増額についてお諮りするものです。

議案第５９号 平成１７年度美郷町下水道事業特別会計補正予算第１号は、下水道受益者負担金シ

ステムのリース料について債務負担行為の追加についてお諮りするものであります。

議案第６０号及び議案第６１号の人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについては、長谷川

大三氏並びに高橋繁子氏を引き続き人権擁護委員として推薦したく意見を求めるものであります。

以上、本定例会に提案いたしました案件は報告３件、承認６件、議案１１件、計２０件であります。

よろしくご審議をお願い申し上げます。

以上をもちまして、行政報告を終わります。

◎請願第４号の上程、説明

議長（後松一成君） 日程第５、請願第４号 定率減税の縮小・廃止の中止を求める意見書採択

に関する請願についてを上程し、議題といたします。

この請願書については紹介議員がおりますので紹介議員の説明を求めます。中村利昭君。

（９番 中村利昭君 登壇）

９番（中村利昭君） おはようございます。定率減税の縮小・廃止の中止を求める意見書採択に

関する請願ということについてご説明申し上げます。

お手元に配付されております資料の請願理由のとおりでございますが、日本経済は回復基調に

あると言われておりますが、このことはごくごく一部の企業であり、多くの国民においてはかな

りの負担増になると思われます。

定率減税は１９９９年に景気対策の一環として導入され、所得税は年間２５万円を上限として税率を
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２０％、また個人住民税は４万円を上限に１５％の税額が控除されております。この定率減税の廃止

により個人消費に与える影響は必至であり、ある研究機関の試算によると、増税額では国民全体

で最大３兆 ３，０００億円、また個人消費料は約１兆 ２，７００億円相当が減少すると試算されておりま

す。また、経済界や政界からも定率減税の縮小や廃止には慎重論も出ており、廃止時期を２００９年

度に延ばすべきとの意見も出ており、定率減税の縮小、廃止の決定について中止することを求め

るものであります。

以上で私の説明を終わりますが、慎重な審議の上にご採択くださるよう私の説明をこれで終わ

ります。

議長（後松一成君） 紹介議員の補則説明が終わりました。

お諮りいたします。この請願については総務常任委員会に付託したいと思いますが、これにご

異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

議長（後松一成君） 異議なしと認めます。

よって、請願第４号については総務常任委員会にその審査を付託することに決しました。

◎陳情第８号及び陳情第９号の上程、説明

議長（後松一成君） 日程第６、陳情第８号 国土調査事業の県内業者育成に関する陳情書につ

いて、日程第７、陳情第９号 「骨太方針２００５」において住民本位の地方財政確立に向けた意見

書採択を求める陳情書についてを一括して上程し、議題といたします。

この陳情書の朗読は省略し、それぞれ所管の常任委員会に付託したいと思いますが、これにご

異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

議長（後松一成君） 異議なしと認めます。

よって、この陳情第８号並びに第９号は総務常任委員会に審査を付託することに決しました。

◎報告第１号の上程、説明
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議長（後松一成君） 次に、日程第８、報告第１号 専決処分事項の報告についてを上程いたし

ます。

事務局長が議案を朗読いたします。

（事務局長朗読）

議長（後松一成君） 内容の説明を求めます。総務課長。

総務課長 （森川福蔵君） 報告第１号の専決処分事項の報告についてご説明申し上げます。座っ

てご説明させていただきます。

専決第７号の専決処分書のとおり、次のページになりますけれども、除雪車両事故による和解

及び損害賠償の額を定めることについて専決処分したものでございます。

１、相手方 住所 仙北郡美郷町飯詰字南西法寺 １１５番地の１

氏名 鈴木俊弘

２、事故の概要 これは平成１７年３月１３日、午前４時ごろです。除雪車で作業中に排雪及びＵ

ターンのため相手方の敷地内に進入し、雪で覆われた車両に気づかず損壊さ

せたものであります。

３、損害賠償額及び和解の要旨

（１） 損害賠償額は３７万 ６，１７３円。

（２） 和解の要旨 損害賠償を一括して支払い、本件について、双方とも一切異議を申

し立てない。

以上のとおり、地方自治法第 １８０条第１項の規定により専決したもので、同条第２項の規定に

より報告するものでございます。以上でございます。

◎報告第２号の上程、説明

議長（後松一成君） 日程第９、報告第２号 繰越明許費繰越計算書の報告についてを議題とい

たします。

事務局長が朗読いたします。

（事務局長朗読）

議長（後松一成君） 議案内容の説明を求めます。総務課長。

総務課長 （森川福蔵君） 報告第２号についてご説明申し上げます。
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次のページの美郷町一般会計繰越明許費繰越計算書をごらんいただきたいと思います。

内容ですが、６款農林水産業費１項農業費、事業費が農村振興総合整備統合補助事業でござい

ます。これは国の追加補正があったために年度内完成が困難なためでございます。総事業費が

１，９００万 ４，０００円、翌年度繰越額が １，３４５万 ６，０００円でございます。

８款土木費２項土木橋梁費辺地対策事業でございますが、これについては改良舗装工事の請け

差が生じたため、年度内完了が困難になったということでございます。事業費が１億 １，８４５万

３，０００円に対して翌年度繰越額が １，２１０万円でございます。

同じく８款２項道路新設改良事業でございますが、これにつきましては経営体育成基盤整備事

業との計画協議してきましたが、計画が日数を要したために道路用地及び工事の年度内完成が困

難になったということで、事業費が ６６３万円に対して翌年度繰越額は８０万円でございます。

同じく８款２項緊急地方道路整備事業ですが、道路新設改良事業と同じ趣旨で年度内の完成が

困難になったということでございます。事業費が１億 ４，８１１万 ４，０００円、翌年度繰越額は ５，３４５

万 １，０００円でございます。

同じく８款２項特定交通安全施設等整備事業でございます。これは当初、予想していない水道

管の移設が必要となり、その設計及び移設工事に不測の日数を要したため年度内完成が困難にな

ったということで、事業費が ９，０６３万 ８，０００円、翌年度繰越額が ３，５８０万 ７，０００円でございます。

同じく８款２項地方道路整備臨時交付金事業でございます。これは用地買収、立木補償に時間を

要したため、また家屋移転の補償交渉について価格の合意が年度内に得られなかったということ

で年度内工事が困難になったということでございます。事業費が ８，７５４万 ８，０００円、翌年度繰越

額が２１万円でございます。

１０款教育費２項小学校費でございますが、これについては文部科学省公立学校施設整備費補助

金の補正予算で対応したために年度内の完了が困難になったということでございます。金額、事

業費では ２，６３４万 ６，０００円、翌年度繰越額が １，４７３万 ４，０００円でございます。

１０款３項中学校費、これも同じく補正予算によって対応したために年度内の完了が困難になっ

たということでございます。この金額が ９，８１１万 ２，０００円、翌年度繰越額は ７，５１０万 ６，０００円で

ございます。合計額で事業費が５億 ９，４８５万円で、そのうち２億 ５６６万 ４，０００円を翌年度の繰越

額としたものでございます。

以上の計算のとおり、翌年度に繰り越ししましたので、地方自治法施行令 １４６条第２項の規定

により報告するものでございます。以上でございます。
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◎報告第３号の上程、説明

議長（後松一成君） 次に、日程第１０、報告第３号 繰越明許費繰越計算書の報告についてを上

程いたします。

事務局長が議案を朗読いたします。

（事務局長朗読）

議長（後松一成君） 内容の説明を求めます。建設課長。

建設課長 （照井一夫君） 報告第３号についてご説明申し上げます。

美郷町の下水道事業特別会計の繰越明許費繰越計算でございます。

１款３項でございます。流域下水道事業でございます。金額でございます。１億 ５，４９６万

８，０００円、繰越額が １６７万 １，０００円でございます。この中身でございますが、これは大曲処理区

の汚泥の施設規模の縮小ということで人口減少に伴いまして建設費の減ということで、規模設定

に不測の日数を要したと、こういうことでございます。したがいまして、地方自治法施行令第

１４６条第２項の規定により報告するものでございます。以上でございます。

議長（後松一成君） 報告が終わりました。

◎承認第１号の上程、説明、質疑、討論、採決

議長（後松一成君） 日程第１１、承認第１号 専決処分事項の承認を求めることについてを上程

し、議題といたします。

事務局長が朗読いたします。

（事務局長朗読）

議長（後松一成君） 議案内容の説明を求めます。幼児教育課長。

幼児教育課長 （泉谷隆雄君） 専決第１号の処分内容につきましてご説明いたします。

大仙市合併前の旧大曲市、旧中仙町、旧仙北町、旧太田町から９名の児童が広域入所というこ

とで当町の保育園に入園してございました。引き続き入園を必要とすることから、平成１７年３月

２２日に新しい市、大仙市と新たに協議をし、別紙協定書のとおり協定を結んだところでございま

す。
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協定書の内容につきましては合併前と特に変わった点はございませんので省略させていただき

ます。以上です。

議長（後松一成君） 提案理由並びに内容の説明が終わりました。

質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

議長（後松一成君） 質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「なし」の声あり）

議長（後松一成君） 討論なしと認めます。

これより承認第１号について採決いたします。

お諮りいたします。承認第１号 専決処分事項の承認を求めることについては原案のとおり決

定するにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

議長（後松一成君） 異議なしと認めます。

よって、承認第１号 専決処分事項の承認を求めることについては原案のとおり承認されまし

た。

◎承認第２号の上程、説明、質疑、討論、採決

議長（後松一成君） 日程第１２、承認第２号 専決処分事項の承認を求めることについてを上程

し、議題といたします。

議案を朗読いたします。事務局長。

（事務局長朗読）

議長（後松一成君） 提案理由並びに内容の説明を求めます。幼児教育課長。

幼児教育課長 （泉谷隆雄君） 専決第２号につきましてご説明いたします。

これにつきましては専決第１号の逆パターンでございます。旧太田町の保育園に美郷町の児童

１名が広域入所ということで入園してございました。引き続き入園を必要とすることから平成１７

年３月２２日、大仙市と新たに協議をし、別紙のとおり協定を取り交わしたところでございます。

以上です。
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議長（後松一成君） 説明が終わりました。

質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

議長（後松一成君） 質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「なし」の声あり）

議長（後松一成君） 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

お諮りいたします。承認第２号について原案のとおりこれを承認することにご異議ございませ

んか。

（「異議なし」の声あり）

議長（後松一成君） 異議なしと認めます。

よって、承認第２号 専決処分事項の承認を求めることについては原案のとおりこれを承認す

ることに決しました。

◎承認第３号の上程、説明、質疑、討論、採決

議長（後松一成君） 次に、日程第１３、承認第３号 専決処分事項の承認を求めることについて

を上程し、議題といたします。

議案を朗読いたします。事務局長。

（事務局長朗読）

議長（後松一成君） 提案理由並びに議案内容の説明を求めます。総務課長。

総務課長 （森川福蔵君） 承認第３号についてご説明申し上げます。

７ページをお開き願いたいと思います。歳入、これは先ほど町長の行政報告の中でも触れてい

ましたけれども、税関係、交付税等の額の確定したものを専決処分したものでございます。

２款１項１目所得譲与税１２万 ４，０００円、これは額の確定によるものでございます。

同じく、２款２項１目自動車重量譲与税ですが、これについても ７，２５３万円、これも額の確定

でございます。

３項１目地方道路譲与税、これについても△の ６８３万 １，０００円、これも額の確定でございます。

－１７－



３款１項１目利子割交付金、これについても ３４７万 ６，０００円、これも額の確定でございます。

４款１項１目配当割交付金４２万 ４，０００円、これも額の確定によるものでございます。

次のページでございますが、５款１項１目株式等譲渡所得割交付金８９万 ８，０００円、これについ

ても額の確定でございます。

６款１項１目地方消費税交付金、これについても ４，０１６万円、これも額の確定によるものでご

ざいます。

７款１項１目自動車取得税交付金 ５７８２，０００円、これも額の確定でございます。

８款１項１目地方交付税 １，５９７万 ９，０００円、これも額の確定によるものでございます。

次のページでございますが、９款１項１目交通安全対策特別交付金１４万 ５，０００円、これも額の

確定でございます。

１２款１項１目民生費国庫負担金でございますが、保育所運営費負担金でございます。これは精

査による確定額でございます。△の ３０７万 ３，０００円でございます。

１３款１項１目保育所運営費負担金でございますが△の ２２７万 ８，０００円、これも精査による確定

額でございます。

２項２目民生費県補助金のすこやか子育て支援事業費補助金、△の ８０２万 ４，０００円、これも精

査による額の確定でございます。

同じく２項８目教育費県補助金すこやか子育て支援事業費補助金でございますが、△の １１８万

５，０００円、これも精査による確定額でございます。

１８款１項８目教育費でございますが、義務教育施設整備事業債、△の ２２０万円、これは起債の

事業量に伴う額の確定によるものでございます。

同じく１１目の災害復旧費でございますが、これも起債の事業量に伴う額の確定によるものでご

ざいます。

今回の歳入歳出それぞれ１億 １，５８２万 ７，０００円を追加し、歳入歳出の総額をそれぞれ８０億

７，０５０万 ７，０００円とするものでございます。以上でございます。

議長（後松一成君） 説明が終わりました。

質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

議長（後松一成君） 質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「なし」の声あり）
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議長（後松一成君） 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

お諮りいたします。承認第３号 専決処分事項の承認を求めることについて原案のとおり承認

することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

議長（後松一成君） 異議なしと認めます。

よって、承認第３号 専決処分事項の承認を求めることについては原案のとおり承認されまし

た。

ここで１１時１５分まで休憩いたします。

（午前１０時５８分）

議長（後松一成君） 休憩を解きまして本会議を再開いたします。

（午前１１時１６分）

◎承認第４号の上程、説明、質疑、討論、採決

議長（後松一成君） 日程第１４、承認第４号 専決処分事項の承認を求めることについてを上程

し、議題といたします。

議案を朗読いたします。事務局長。

（事務局長朗読）

議長（後松一成君） 提案理由並びに議案内容の説明を求めます。住民生活課長。

住民生活課長 （鈴木四郎君） 専決第４号についてご説明申し上げます。

２ページをお願いいたします。予算総額には変更はございませんけれども、基金積立金と予備

費の組み替えでございます。予備費を１４万 ６，０００円減額し、基金の積立を１４万 ６，０００円ふやすと

いうことでございます。以上でございます。

議長（後松一成君） 説明が終わりました。

質疑に入ります。質疑ありませんか。
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（「なし」の声あり）

議長（後松一成君） 質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「なし」の声あり）

議長（後松一成君） 討論なしと認めます。

これより採決いたします。

お諮りいたします。承認第４号 専決処分事項の承認を求めることについて原案のとおりこれ

を承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

議長（後松一成君） 異議なしと認めます。

よって、承認第４号 専決処分事項の承認を求めることについては原案のとおりこれを承認す

ることに決しました。

◎承認第５号の上程、説明、質疑、討論、採決

議長（後松一成君） 日程第１５、承認第５号 専決処分事項の承認を求めることについてを上程

し、議題といたします。

議案を朗読いたします。事務局長。

（事務局長朗読）

議長（後松一成君） 提案理由並びに議案内容の説明を求めます。税務課長。

税務課長 （深澤章一君） 承認第５号についてご説明申し上げます。

専決処分書にありますとおり、平成１７年３月２５日、地方税法等の一部を改正する法律が公布さ

れたことに伴いまして美郷町税条例の一部を改正する条例を３月３１日、専決第５号により処分し

ております。

今回の改正内容のほとんどは用語の整備となっておりますけれども、別紙のとおり、４９カ所も

の改正をしてございます。主な改正点について説明したいと思います。

初めに、個人町民税についてご説明申し上げます。議案資料集の１ページをお開き願いたいと

思います。

第２４条第１項第２号中「、年齢６５歳以上の者」を削るという規定でございますけれども、これ
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は平成１８年度分以後の個人町民税について年齢６５歳以上の者のうち、前年の合計所得金額が １２５

万円以下の者に対する非課税措置を廃止するというものでございます。この改正規定は平成１８年

１月１日から施行されるものでございますけれども、税負担の増加に配慮いたしまして経過措置

として１７年１月１日において６５歳に達していた者であって前年の合計所得金額が １２５万円以下で

ある者については１８年度分については所得割及び均等割の税額の３分の２を減額し、１９年度分に

つきましては所得割及び均等割の税額の３分の１を減額するというもので、３年間で段階的に廃

止され、そして２０年以降は減額措置がなくなるというものでございます。

国ではこの改正理由といたしまして個人住民税は負担分任の原則に基づき地域住民に対しでき

るだけ広く負担を求めるため、国民皆保険制度の確立など高齢者を支える社会補償制度が整備充

実されてきており、障害者のように真に配慮が必要なものと違い特に現役世代と高齢者間の税負

担の公平を確保するため、６５歳以上の者に係る非課税制度を撤廃するというものでございます。

本町におきましては、この影響を受ける対象者は１６年度ベースで試算しますと、７９人が該当し、

このうち公的年金受給者が４０人となっております。単純計算いたしますと、夫婦２人の場合です

けれども、均等割につきましては公的年金等の年収が、改正前は ２１３万 ６，０００円でしたけれども、

改正後は １９３万 ６，０００円を超えれば。そして、所得割につきましては年収が改正前が ２４５万円で

すけれども改正後は ２２５万円を超えればそれぞれ課税されるということになります。例えば公的

年金等の年収が ２２６万円で夫婦２人の場合では町県民税合わせまして新たに所得割が１万 ３，７００

円課税されるということになります。

それから次ですけれども１１ページをお開き願いたいと思います。附則の第１７条の２の規定でご

ざいます。これにつきましては特定管理株式が価値を失った場合の株式等に係る譲渡所得等の課

税の特例についてでございますけれども、本町におきましては余り該当する方はいないと思いま

すけれども、これは一般の個人投資家が保有している株式について株式を発行した会社が倒産し

てその株式の価値がなくなった場合の損失は証券取引所において上場廃止前の一定期間において

譲渡をすることにより譲渡損失を実現させることが可能でありますけれども、個人投資家につき

ましては株式市場の情報を常に把握しているとは限らないことから、株式等がその価値がなくな

った場合、みなし譲渡損ができるという投資家の利便性を考慮した改正でございます。

なお、この改正規定は１８年１月１日から施行されるものでございますけれども、経過措置とい

たしまして１７年４月１日以後にその事実が発生した場合から適用されるものでございます。

次に、固定資産税についての主な改正でございます。

前に戻っていただきまして２ページになります。第５２条、それから５ページの第７０条の関係で
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ございますけれども、これにつきましては不動産登記法が全面改正されたことによります用語の

整備でございます。

また、４ページの６１条の３及び６ページの７１条の２の改正規定は、これは震災等に基づき避難

指示等の期間が翌年に及ぶときは被災年度の翌年度から避難指示の解除後３年度までの各年度に

係る賦課期日において住宅用地として使用することができないと町長が認める場合に限ってその

土地を住宅用地とみなして課税することができる特例措置で、この改正規定は１７年４月１日から

施行され１７年度から適用されるというものでございます。以上でございます。よろしくお願いし

ます。

議長（後松一成君） 説明が終わりました。

質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

議長（後松一成君） 質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「なし」の声あり）

議長（後松一成君） 討論なしと認めます。

これより採決を行います。

お諮りいたします。承認第５号 専決処分事項の承認を求めることについては原案のとおりこ

れを承認することにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

議長（後松一成君） 異議なしと認めます。

よって、承認第５号 専決処分事項の承認を求めることについては原案のとおり承認されまし

た。

◎承認第６号の上程、説明、質疑、討論、採決

議長（後松一成君） 次に、日程第１６、承認第６号 専決処分事項の承認を求めることについて

を上程し、議題といたします。

議案を朗読いたします。事務局長。

（事務局長朗読）
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議長（後松一成君） 提案理由並びに議案内容の説明を求めます。建設課長。

建設課長 （照井一夫君） それでは、専決第６号についてご説明申し上げます。

初めに、６ページをお開き願います。歳出でございます。

１款１項１目でございます。 ２２９万 ５，０００円を増額してございます。これは従来は消費税の申

告は９月ということになってございましたが、合併に伴いまして旧３町村分につきましては４月

末日まで申告し、納付と、こういうことになったものでございます。今回の納税額に不足が生じ

たということでございます。

５ページをお願いいたします。この財源でございますが、５款１項１目でございます。 ２２９万

５，０００円を増額してございます。これは１６年度の繰越金を充てたものでございます。今回の補正

によりまして歳入歳出それぞれに ２２９万 ５，０００円を追加いたしまして補正後の総額を８億 ７，９１６

万 ８，０００円とするものでございます。以上でございます。

議長（後松一成君） 説明が終わりました。

質疑に入ります。質疑ありませんか。

（「なし」の声あり）

議長（後松一成君） 質疑なしと認めます。

これより討論に入ります。討論ありませんか。

（「なし」の声あり）

議長（後松一成君） 討論なしと認めます。

承認第６号についてこれより採決いたします。

お諮りいたします。承認第６号について原案のとおりこれを承認することにご異議ございませ

んか。

（「異議なし」の声あり）

議長（後松一成君） 異議なしと認めます。

よって、承認第６号 専決処分事項の承認を求めることについては原案のとおりこれを承認す

ることに決しました。

これより議案に入りますが、議案については、本日は説明だけになっております。そういうこ

とですからよろしくお願い申し上げます。
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◎議案第５１号の上程、説明

議長（後松一成君） 日程第１７、議案第５１号 秋田県市町村総合事務組合を組織する地方公共団

体の数の減少及び秋田県市町村総合事務組合規約の一部変更についてを上程いたします。

議案を朗読いたします。事務局長。

（事務局長朗読）

議長（後松一成君） 議案内容の説明を求めます。総務課長。

総務課長 （森川福蔵君） 議案第５１号についてご説明申し上げます。

これは秋田県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び秋田県市町村総合事

務組合規約の一部変更についてでございますが、これは本年の３月２２日に男鹿市、湯沢市、由利

本庄市、潟上市、大仙市及び北秋田市の６市の設置に伴い、旧市町村の２９市町村、９組合を３月

２１日に脱退させ、本年３月２２日、新たに６市、６組合を加入させるものでございます。

本年６月に２町が大館市に編入合併することに伴いこれについても所要の改正が生じたもので

お諮りするものでございます。

地方自治法第 ２９０条の規定により議会の議決を求めるものでございます。以上でございます。

◎議案第５２号の上程

議長（後松一成君） 次に、日程第１８号、議案第５２号 秋田県市町村会館管理組合を組織する地

方公共団体の数の減少についてを上程いたします。

議案を朗読いたします。事務局長。

（事務局長朗読）

議長（後松一成君） 暫時休憩いたします。

（午前１１時３６分）

議長（後松一成君） 会議を続行いたします。

（午前１１時３７分）
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議長（後松一成君） 説明を省略いたします。

◎議案第５３号の上程、説明

議長（後松一成君） 次に、日程第１９、議案第５３号 秋田県町村土地開発公社定款の一部を改正

する定款についてを上程いたします。

議案を朗読いたします。事務局長。

（事務局長朗読）

議長（後松一成君） 議案内容の説明を求めます。総務課長。

総務課長 （森川福蔵君） 議案第５３号についてご説明申し上げます。これは秋田県町村土地開発

公社定款の一部を改正するものでございます。本年６月、比内町、田代町が大館市に合併するこ

とに伴い定款を改正する必要が生じ、お諮りするものでございます。以上でございます。

◎議案第５４号の上程、説明

議長（後松一成君） 次に、日程第２０、議案第５４号 美郷町国民健康保険税条例の制定について

を上程いたします。

議案を朗読いたします。事務局長。

（事務局長朗読）

議長（後松一成君） 議案内容の説明を求めます。税務課長。

税務課長 （深澤章一君） 議案第５４号につきましてご説明申し上げます。

今回制定いたします美郷町国民健康保険税条例につきましては、合併後、暫定施行しておりま

した旧３町村の国民健康保険税条例とその施行につきましてはほとんど同じ内容になっておりま

すので税率等、変わった点についてのみご説明申し上げます。いわゆる医療分と介護分を加えま

した国民健康保険税につきましては、従来から保険給付費等から国庫支出金等を差し引いた額を

もとに算定することになっております。今回の税率につきましては地方税法に規定いたします応
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能、応益の割合をもとに、けさほどお手元に資料を配付してございますけれども、そこでお示し

しておりますとおりの旧３町村の１６年度の税率を参考にいたしまして、その結果、ほぼ平均値を

採用した形となってございます。

それでは、別紙の条例案に従いましてご説明申し上げます。

２ページの第５条から第７条の２までの規定は、これは医療分の税率でございます。所得割

６．３％、資産割２６％、均等割額１人２万 １，６００円及び平等割額は１世帯２万 ７，０００円ということ

でございます。

それから同じページの８条から第９条の３までの規定は介護分の税率でございまして、所得割

につきましては１％、資産割５．５７％、均等割額１人 ６，３００円、それから平等割額につきましては

１世帯当たり ３，８００円ということでございます。

次に、３ページの第１１条の納期についてでございますけれども、納期数は７回で７月から翌年

の１月までとなります。ちなみに資料でお示ししておりますとおり、１６年度の旧千畑町では６回、

旧六郷町では７回、旧仙南村では４回となっておりました。

次に、５ページから７ページにかけての第１６条の規定でございますけれども、これは低所得者

に対する国民健康保険税の減額規定でございます。第１項第１号につきましては、いわゆる７割

軽減されるものについての規定でございます。この規定の中のアからイまでに規定する額につき

ましては第７条、第７条の２、第９条の２及び第９条の３に規定するそれぞれの額に７割を乗じ

て得た額で、この額を第４条第２項本文の基礎課税額及び第３条本文の介護納付金課税額から差

し引いた額の合算額がそのものの国民健康保険税額となるものでございます。

それから同項の第２号につきましては、これは５割軽減されるものについての規定でございま

して、考え方は前後と同様でございます。

また、同項の第３号につきましては、２割軽減されるものについての規定で、これも考え方は

第１号と同様でございます。

この条例どおりで算定した場合でございますけれども、１７年度の国民健康保険税額は１世帯当

たり平均で約１４万 ４，６００円で、資料でお示しいたしておりますとおり、旧３町村の１６年度のそれ

と比較しまして約１万 ５，４００円税負担が軽減されることになります。

なお、この条例の施行期日は平成１７年４月１日でありますけれども、経過措置としての施行期

日の前日までに暫定施行しておりました旧３町村の国民健康保険税条例の規定により賦課した、

または課すべき国民健康保険税につきましては合併前の条例の例によるものでございます。以上

でございます。よろしくお願いします。
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◎議案第５５号の上程、説明

議長（後松一成君） 次に、日程第２１、議案第５５号 工事請負契約の締結についてを上程いたし

ます。

議案を朗読いたします。事務局長。

（事務局長朗読）

議長（後松一成君） 議案内容の説明を求めます。総務課長。

総務課長 （森川福蔵君） 議案第５５号についてご説明申し上げます。これは１７年度六郷中学校耐

震補強工事の請負契約を締結したいので、美郷町議会の議決に付する契約及び財産の取得及び処

分に関する条例第２条の規定により提案するものでございます。

なお、この内容の詳細については定例会議案資料集の最後のページの方に工事説明書を添付し

てございます。ひとつごらんいただきたいと思います。以上でございます。

◎議案第５６号の上程、説明

議長（後松一成君） 次に、日程第２２、議案第５６号 平成１７年度美郷町一般会計補正予算第１号

についてを上程いたします。

議案を朗読いたします。事務局長。

（事務局長朗読）

議長（後松一成君） これより議案内容の説明を求めるわけでございますが、歳入全般にわたっ

ては総務課長、歳出については各担当課長から説明を求めます。最初に、総務課長。

総務課長 （森川福蔵君） 議案第５６号についてご説明申し上げます。

今回は歳入歳出それぞれ ７，１２８万 ３，０００円を追加するものでございます。

歳入の８ページをお開き願いたいと思います。９款１項１目地方交付税 ４，７１３万 ７，０００円、こ

れは歳出との調整分を計上してございます。

１１款１項１目農林水産業費分担金でございます。これは事業精査による額でございます。△の

２６万 １，０００円でございます。
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２項１目民生費負担金、これは保育料負担金でございますが、所得階層等の精査によるもので

ございます。

同じく、下の広域入所費負担金でございますが、対象園児の増によるものでございます。△の

６３万 ６，０００円でございます。

１２款１項７目教育使用料でございます。これは園児数の減によるものでございます。△の １８６

万 ６，０００円でございます。

１３款１項１目民生費国庫負担金、これは対象園児の増によるものでございます。 １４３万 ５，０００

円でございます。

次のページでございます。２項６目教育費国庫補助金でございますが、これは六郷小学校空調

設備工事の補助金でございます。 ２１４万円。

１４款１項１目民生県負担金、これは対象園児の増によるものでございます。７１万 ８，０００円。

２項５目農林水産業費県補助金、これはあなたと地域の農業夢プラン応援事業費補助金、フロ

ンティア、この関係については追加分の内示によるものでございます。 ７５０万 ７，０００円。

３節農業農村整備費補助金は １，００４万 １，０００円でございます。

５節の林業費補助金でございますが、これは町有林分の増額でございます。５３万 ８，０００円でご

ざいます。

同じく、７目教育費県補助金でございます。これはふれあいルーム２０万円、これは仙南西小学

校分でございます。同じく２０万円、千畑中学校分でございます。

１０ページをお開き願いたいと思います。３項１目総務費委託金でございます。これは農林業セ

ンサスの調査委託金ということで６万 ９，０００円、これは既に１６年度で実施済みでございます。

６目教育費委託金でございますが、基準点測量委託料ということで１万 ９，０００円。

１９款４項３目社会教育費受託事業収入、これは子育て講座等の事業受託分でございます。４０万

６，０００円でございます。

５項３目の給食事業収入でございます。これは追加分でございます。３９万 ６，０００円。

５目の雑入でございますが、これは雇用保険被保険者負担金でございますが、これは臨時職員

の見込み増額分でございます。それから全国宝くじコミュニティ事業、これは確定でございます。

防災訓練関連雑入、それから防災訓練開催助成金でございますが、これは参加者の負担金、それ

から消防協会支部からの助成金 ３２４万円でございます。

歳入については以上でございます。

歳出の方に入ります。それぞれ各款項目に２節、３節、４節、給料、職員手当等、共済費等が
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計上されてございます。これは４月１日付の人事異動に伴う補正でございます。職員 ２９５名中、

５３人の異動がありました。内訳でありますが、町長部局から教育委員会部局へ９人の異動、町長

部局から農業委員会部局へ１人の異動、それから教育委員会から町長部局へ４人の異動、また広

域介護事務所派遣職員間の異動１人がございます。以上を計上してございます。

１款１項１目の議会費でございますが、これについては４月１日が基準額でございますので議

員定数を乗じた金額の負担金を納付するということでございますので、予算上は概算を計上して

ございましたのでそれに伴う追加分を計上してございます。

あと総務課関係については２款１項１目の賃金、事務補助員の賃金、これは電話交換手３６万円

を計上してございます。

次の１２ページでございますが、１４節使用料及び賃借料でございますが、これは使用車の借上料

を計上してございます。

町長公室長 （二藤誠祥君） 続いて、総務管理費の中の町長公室関係の分をご説明申し上げたい

と思います。

１２節役務費、通信運搬費、ここでは官庁速報のインターネット版の講読料、これが７５万 ６，０００

円、それから携帯電話、これは町長公用車の分でございますが８万 ４，０００円の補正をさせていた

だいております。計８４万円でございます。

１２ページでございます。負担金補助及び交付金２万円でございます。これは市町村サミットの

会費２万円でございます。

続きまして、行政推進費でございます。ここでは ２４５万 １，０００円の補正をお願いしてございま

す。この中身を申し上げますと、出会いの場の創出事業費、これが４９万 ６，０００円でございます。

それから地域コミュニティ事業、これにつきましては １９５万 ５，０００円でございます。その分をこ

こでお願いしてございます。

まず最初に、需用費でございますが、消耗品費、食糧費、印刷製本費につきましては出会いの

場創出事業費でございます。

１２節役務費、これにつきましては同じく出会いの場の創出事業費の中でございます。

１４節会場借上料、これも出会いの場創出事業費のうちの会場借上料 ９，０００円でございます。

１９節負担金補助及び交付金につきましては地域コミュニティ事業集会施設整備等補助金という

ことで９カ所分を補助金として計上してございます。一つは千畑地区で１カ所、それから六郷地

区で３カ所、仙南地区で５カ所分を計上してございます。

大変恐縮ですが、資料の２７ページをごらんになっていただきたいと思います。出会いの場創出
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事業の概要がここに示されてございますのでこれを若干ご説明申し上げたいと思います。目的で

ございます。これまでの結婚相談業務を見直しを図り、新たに制度を創出するということでござ

います。一応ＰＲは県内の市町村と県の出先、それから今考えているのはホームページに掲載す

るという予定でございます。目的の１番として本気で結婚したいと考えている方々から登録して

いただき、登録された方々にさまざまな情報を配信するということが大きな目的でございまして、

最終的に途中で公室の方で個人個人のところまではいかないということを前提にしてございます。

登録をここでは目的としております。登録された方々には自覚を持ってもらうために会員証を交

付したいと考えております。２番目に登録者には美郷町で行われるさまざまなイベント等の情報

を提供するということにしてございます。これに参加していただいて交流してもらうことにより

出会いの場のきっかけをつくるということでございます。三つ目として、基本的には既存のイベ

ントに参加していただくスタイルで実施したい。年１回程度、別途交流の場を設置するというこ

とを目的としてございます。ここの概念図に書いてありますとおり、真ん中辺にデータ管理は町

が行うと書いておりますがこの管理についてはしっかりと管理しないといけないということにな

ってございますので、この管理については十分配慮していきたいと、そういうふうに考えており

ます。それから交流の場の情報提供、下の方に書いてございますが、一応年６回を考えてござい

ます。それから年１回程度の交流会の開催のときはできればアンケートなどをとりたいと、そう

いうふうに考えております。以上であります。

総務課長 （森川福蔵君） １３ページをお開き願いたいと思います。７節賃金でございますが一般

作業員賃金、これは構内管理作業の委託料の組み替えでございます。千畑庁舎分でございます。

１４節使用料関係ですが、これは総合サービス課コピー使用料の組み替え分でございます。

企画課長 （小原正彦君） 続いて、１３ページ、６目企画費でございます。１節の報酬は２４万

８，０００円の追加でございます。こちらは総合開発審議会委員報酬としまして総合計画についての

審議会を当初、２回分予算計上しておりましたが、５回の開催を予定しておりますので３回分の

追加をお願いするものでございます。

１１節の需用費、光熱水費２万円でございますが、こちらはＪＲの飯詰駅並びに後三年駅の駐輪

場の電灯の電気料をお願いするものでございます。

７目電子計算費でございます。こちらは１３節委託料６９万 ３，０００円、電算処理委託料としてお願

いするところでございますが、１０月に予定されております国保の保険証がカード化されることに

伴うシステムの修正作業の委託料でございます。以上でございます。よろしくお願いします。

国体準備室長 （渋谷喜一君） １３ページの１１目国体準備費でございますが、今回の主な補正につ
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きましては旅費でございます。平成１７年に岡山国体が開催されます。その岡山国体は先催県とし

て開催されますので後催県に対して事後研修するということでそれに参加したいという旅費をお

願いしてございます。

それから需用費ですが、現在、既存のＰＲ看板を設置してございますけれども、今冬の雪の関

係で大分傷んでございますのでその看板等の修繕費用をお願いしたところでございます。以上で

す。

総務課長 （森川福蔵君） １５ページをお開き願いたいと思います。４項５目町農業委員会委員一

般選挙費でございますが、これについては補正してございません。組み替えを行ってございます。

以上でございます。

町長公室長 （二藤誠祥君） 続いて５項統計調査費でございます。これは先ほど総務課長が歳入

のところでもご説明申し上げておりましたけれども、１７年２月１日実施しました農林漁業センサ

スの調査、歳入分、この委託金でございますが、事務処理費として６万 ９，０００円補正でございま

す。これは消耗品費として補正するということでございます。以上でございます。

幼児教育課長 （泉谷隆雄君） ２項４目児童福祉施設費でございます。これは ４，３１０万 ９，０００円

の補正でございます。１１節食料費、賄い材料費、保育材料費でございますが、これは当初、幼稚

園にということで申し込みあった方が２１名、保育園の方に入園切りかえしておりますのでその分

の保育経費の補正でございます。それから修繕料８７万 ５，０００円でございますけれども、これは雪

消えと同時に３園の遊具の点検を行っております。さびつき、腐食等による部品交換、塗装等の

修繕費用でございます。１３節の委託料 ５３８万 １，０００円でございますが、これは広域入所の年間保

育分が４名ふえたことでの業務委託料の補正でございます。

農政課長 （深澤 廣君） 続きまして、ずっと飛んでいただきまして１９ページをお願いします。

３目農業振興費、一つ目、農業夢プラン応援事業費補助でございますが、これは農家に対する複

合経営に必要な施設な農機具等の導入に対する補助です。当初予算では概算で要求しておりまし

たが県との協議が整いまして全体事業費が確定したので補正するものでございます。

その下のフロンティア農業者研修奨励事業でございますが、１７年度は昨年度から継続する方が

１人ということでございましたが、３月に１人追加決定となりましたので補正するものでござい

ます。ちなみに新しい人の研修期間は２年、作目は花、今春３月に高校を卒業した女性の方でご

ざいます。

５目農村整備費、本堂城回地区経営体育成促進換地等調整事業費負担金でございますが、千畑

の本堂城回地区の圃場整備については平成１８年度の採択に向け現在、事務手続を進めているとこ
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ろでございます。採択前に圃場整備後のいろいろな事業計画の策定を必要としますので、平成１７

年の事業費の単価が固まりましたので今回補正するものです。当初予算の段階では単価がまだ確

定しておりませんのでしたので概算要求をしておりました。

２項林業費１目林業費でございますが森林整備地域活動支援交付金、これは森林は常に良好な

状態を保っておくことが必要ですので国と県の補助を受けて現況調査を実施しております。平成

１７年度から町有林に対しても交付対象となりましたので現況調査を実施していきたいと考えてお

ります。この交付金はそれに要する経費の補助分でございます。

商工観光課長 （小林宏和君） 続きまして、２０ページをお願いします。３目観光費でございます

が、１１節需用費、これにつきましては今回雪が多かったということで施設修繕が発生してござい

ます。大台野広場、雁の里公園、あったか山の施設修繕でございます。それから１５節工事請負費

でございますが、これにつきましては雁の里の公衆トイレのくみ取りするものから合併浄化槽へ

切りかえようとするものでございます。それから１９節の負担金補助及び交付金でございますが、

これは昭和６０年当時から仙南の中央公園におきまして地域づくり団体が実施してきました夏祭り

に対しまして今回も実施したい旨の協議がございましたので補助するものでございます。以上で

ございます。

建設課長 （照井一夫君） ２１ページをお開き願います。８款１項１目でございます。この目につ

きましては人事異動に伴います人件費の減でございます。

３目でございます。２節から４節につきましては人事異動に伴う人件費の減ということでござ

います。

１３節、１５節につきましては予算の組み替えでございます。１５節を減額してございます。これは

今年度新たに始まりました国庫補助交付金でございますが、道路の修繕工事費でございます。こ

れへの調査費用に計上したものでございます。

次に、２２ページをお願いいたします。４目でございます。１１節でございます。これは１６年度の

豪雪によりまして町民の森展望台あずまやの施設が倒壊してございます。これの修繕料でござい

ます。１５節でございます。これは宝くじコミュニティ助成事業によりまして本館公園に遊具を設

置する工事費でございます。１８節は旧３町村に公園の管理用としまして芝刈り機、それぞれ１台

ずつ３台分を計上してございます。

６項２目でございます。これは予算の組み替えでございます。以上でございます。

住民生活課長 （鈴木四郎君） ８款１項２目非常備消防費でございます。こちらにつきましては

人件費のほかに毎年度、災害時に備えまして大仙市、仙北郡構成市町村で実施してまいりした総
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合防災訓練に関しましての経費でございます。内訳につきましては７節の賃金、こちらにつきま

しては準備、撤去等の賃金になってございます。８節につきましては協力団体等、小学校、中学

校、幼稚園等、地域協力団体等の協力を得ながら実施するわけでございまして、そちらに対する

報償費になってございます。それから９節の旅費につきましては前日、当日の千畑地区を主に行

われますので団員の費用弁償になってございます。１１節につきましては看板等の消耗品、その他

食糧費、食糧費につきましてはこういう財政でございますので負担のお願いできるものについて

は極力負担金で賄うと、そういうことで考えてございますのでかなり縮小してございます。それ

から１２節につきましては出欠に伴うはがき代、１４節につきましては器具の運搬等の車両の借上料

等になってございます。いずれにせよ、できるだけ観光ＰＲ的なものも省きながら災害時に備え

た重要な訓練でございますので、切り詰めながら行ってまいりたいということで予算を要求する

ものでございます。

学務課長 （高橋 薫君） １０款１項２目の事務局費でございます。教育委員会関係の使用車の借

上料を１４節に計上してございます。

３目教育助成費の奨学資金貸付金ですが、新規借入希望者４９名の申し込みがありまして、継続

者５９名と合わせて １０８名となりました。全員に貸し付けいたしたく今回、不足分 ６５８万円の補正

をお願いするものでございます。

次のページでございます。４目外国青年招致費ですけれども、六郷、仙南中学校の外国語指導

助手の契約が７月末で切れまして新たに２人が来日いたします。それに伴う帰国、来日関係の経

費を計上してございます。

次に、小学校費の１目学校管理費７節賃金の減額ですが、当初、町予算で予定しておりました

講師、生活支援のうち、４人が県より派遣されることになりましてその分を減額するものでござ

います。施設整備ですが、主なものとして国庫補助事業であります六郷小学校の職員室、保健室

等の冷房設置工事、また六郷東根小学校野球場のバックネットの修繕、仙南東小学校の相撲場支

柱改修、各小学校の不審者対策用インターホンの設置等の経費を計上してございます。一般備品

でございますけれども、主なものとして千屋小学校のパイプいす、六郷小学校の児童用机、いす、

仙南西小学校の図工机等を計上してございます。

２目の教育振興費ですが、これは県単事業であります地域ふれあいルーム整備促進事業の経費

を計上してございます。この事業は地域の方々に学校に来ていただき、学校と地域が一体ある学

校にするための事業でございまして、各市町村小・中各１校を対象とするというものでございま

す。仙南西小、千畑中学校が指定されてございます。ここでの経費は消耗費、テーブル、茶器等
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の購入でございます。

次に、中学校費の１目学校管理費ですが、一般備品を計上してございまして主なものとして千

畑中学校の生徒用いす、机、六郷中学校のプリンター、仙南中学校の保健用ベッド等でございま

す。

２目教育振興費ですが、小学校と同じく地域ふれあいルームの事業の経費を計上してございま

して、プリンター、テーブル等の購入等でございます。

幼児教育課長 （泉谷隆雄君） ２６ページをお願いします。４項１目幼稚園費でございます。７節

賃金でありますけれども １３７万 １，０００円の減額であります。これは仙南幼稚園におきましては給

食の臨時調理員を予定しておりましたけれども、学校給食の方から派遣されたということで減額

になるものでございます。１１節でございますけれども１６万 ３，０００円の減額、食糧費、賄い材料費、

教材費、これにつきましては幼稚園児が保育園児に２１名切りかえておりますのでこれに伴っての

保育経費の減額でございます。修繕費 １０２万 ６，０００円でありますけれども、これにつきましては

保育園同様に春先の点検におきましての遊具の修繕料でございます。１３節 １５７万 ８，０００円の増額

でありますけれども、これは学校給食から派遣されました調理員の業務委託料でございます。

社会教育課長 （小松 清君） ５項社会教育費であります。１目１節館長報酬については六郷公

民館長、学友館長に職員が配置されたことに伴う減額であります。８節、１１節、１２節については

県の委託を受けて行う家庭教育支援総合推進事業でありますけれども、幼稚園、小学校の保護者、

または祖父母を対象とした子育ての講演会に要する講師謝金、チラシ代であります。また当初予

算で計上しておりました公民館で行う思春期の子供を持つ親を対象とした講演会をこの事業で実

施することにしております。１９節負担金補助及び交付金は９月１日、２日に大仙市で開催される

秋田県公民館大会の特別負担金であります。補助金は４月に旧３町村の芸術文化団体７２団体で組

織された美郷町芸術文化協会に対する運営費補助であります。

３目８節、９節、１５節については、千屋中小森地区に千屋断層の露頭を見学できるようにして

おりますけれども崩壊が進んでおりまして、屋根をかけておりますけれどもその屋根の土台も崩

壊寸前で危険な状態であるということから、その部分に土のうを積んで保護する必要があり、そ

の工事費として整備検討委員である大学教授の現地指導謝金及び旅費であります。１１節修繕料は

六郷地区の六郷城主の標柱の修繕料、１２節は千屋地区松杉並木に５カ所の避雷針を設置しており

ますけれども、その避雷針の設置点検手数料と遺跡発掘現場で使用する携帯電話の通話料であり

ます。

４目７節は仙南公民館の清掃賃金を委託料で組み替えするものであります。１３節の設計監理委
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託料は六郷公民館の屋上屋根の防水工事の設計監理委託料、１４節の事務機器借上料は六郷公民館

の印刷機の借上料、１５節防水改修工事は六郷公民館の玄関西側の宿直室及び物置に雨漏りがする

ため、その屋上部分 １３０平方メートルの防水工事をするものであります。

６項保健体育費であります。次のページになりますけれども、２目１１節の修繕料であります。

六郷野球場の浄化槽のブロアの修繕、１８節備品については六郷野球場にスポーツ少年団の利用の

利便を図るため、長さ２０メートルのネット７組を購入するものであります。以上であります。

◎議案第５７号の上程、説明

議長（後松一成君） 次に、日程第２３、議案第５７号 平成１７年度美郷町国民健康保険特別会計補

正予算第１号についてを上程いたします。

議案を朗読いたします。事務局長。

（事務局長朗読）

議長（後松一成君） 内容の説明を求めます。住民生活課長。

住民生活課長 （鈴木四郎君） ご説明申し上げます。

５ページをお願いいたします。歳入でございます。１款１項１目の一般被保険者国民健康保険

税でございます。補正額が１億 ４，９５５万 ８，０００円の減額でございます。内訳につきましては医療

給付の現年分、それから介護納付金の現年分になってございます。こちらにつきましては新町の

平成１７年度の税条例の税率によりまして算出いたしまして減額にしたものでございます。

それから歳出で後でご説明申し上げますけれども、老人保健の拠出金の確定によりまして約

３，０００万円ほど減額になります。その分も含めまして１億 ４，９５５万 ８，０００円となってございます。

２目の退職被保険者等の国民保険税でございます。こちらにつきましては ５０４万 ９，０００円の増

額の補正でございます。こちらにつきましての増額につきましては退職者の被保険者数等の増、

それから一般の方々に比べまして昨年の所得がそれほど落ちていないということで１７年の税率で

算出しました結果、 ５０４万 ９，０００円の増額補正をお願いするものでございます。

１款の計でございますけれどもこちらに示したとおり、１億 ４，４５０万 ９，０００円の減額になりま

す。

それから先ほど申し上げましたけれども、３款１項１目でございます。これらにつきましては

老人保健の拠出金の減少等によりまして負担金が １，９７５万 ５，０００円の減額になってございます。
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２項１目の財政調整交付金につきましても同様でございまして ２１９万 ５，０００円の減額になって

ございます。

６ページをお願いいたします。こちらにつきまして４款１項１目の療養給付費等の交付金でご

ざいます。歳出の方で申し上げますけれども、 ４００万円の補正をお願いするものでございます。

繰入金、基金の繰入金でございます。合併して１年を通した会計になりますので納税額の激変を

防ぐために基金を１億 １，１５８万 ２，０００円を取り崩しさせていただきたいということで補正してご

ざいます。

７ページお願いいたします。２款１項１目の一般被保険者療養給付費でございます。こちらに

つきましては財源の組み替えになってございます。

２項２目の退職被保険者等高額療養費でございます。こちらにつきましては ４００万円の増額補

正をお願いするものでございます。５月に医療費が急激に増額になってございます。これらによ

りまして９月まで不足が見込まれるということで今回 ４００万円の補正をお願いするものでござい

ます。

それから３款１項１目の老人保健医療費の拠出金でございます。こちらにつきましては平成１６

年度末に拠出金の確定がございまして ５，４８７万 ７，０００円の減額の補正をお願いするものでござい

ます。以上でございます。

◎議案第５８号の上程、説明

議長（後松一成君） 日程第２４、議案第５８号 平成１７年度美郷町簡易水道事業特別会計補正予算

第２号についてを上程いたします。

議案を朗読いたします。事務局長。

（事務局長朗読）

議長（後松一成君） 議案内容の説明を求めます。建設課長。

建設課長 （照井一夫君） 議案第５８号につきましてご説明申し上げます。

初めに、８ページをお開き願います。歳出でございます。これは大坂、善知鳥、外川原線の水

道管の移設の設計委託料４９万円と１５節県道川西・六郷線と同じくその大坂・善知鳥・外川原線の

工事改良に伴います管路の布設工事費を計上してございます。

３項３目１３節でございます。 １５０万 ３，０００円を増額してございます。これは遠方監視装置設置
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に伴いまして設計委託料を計上してございます。１５節は同じく監視装置の子局の設置工事費を計

上してございます。

この財源でございますが、６ページをお開き願います。３款１項１目でございます。 １８３万

５，０００円を増額しております。これは千畑中央地区の事業費の増額によるものでございます。

４款２項１目でございます。 ３６５万 ６，０００円を基金から繰り入れしてございます。これは県道

川西・六郷線の改良工事に伴います施設工事費３４％が町の持ち出し分でございます。

６款３項２目でございます。これも同じく県道川西・六郷線と大坂・善知鳥・外川原線の改良

工事に伴います水道管布設工事に伴う補償でございます。

７款１項１目でございます。これは千畑中央地区の補助事業の増に伴いまして起債を増額して

ございます。

次の７ページでございます。８款１項１目でございます。これは基金の利子でございます。今

回の補正によりまして歳入歳出それぞれに １，６６９万 ３，０００円を追加しましてその予算の総額を８

億 ９，５８６万 １，０００円とするものでございます。以上でございます。

◎議案第５９号の上程、説明

議長（後松一成君） 日程第２５、議案第５９号 平成１７年度美郷町下水道事業特別会計補正予算第

１号についてを上程いたします。

議案を朗読いたします。事務局長。

（事務局長朗読）

議長（後松一成君） 議案内容の説明を求めます。建設課長。

建設課長 （照井一夫君） それでは、債務負担行為でございますが、これは下水道事業の負担金

のデータ、システム料の５カ年の負担行為を起こすものでございます。以上でございます。

◎議案第６０号の上程、説明

議長（後松一成君） 日程第２６、議案第６０号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ

いてを上程いたします。
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議案を朗読いたします。事務局長。

（事務局長朗読）

議長（後松一成君） 提案理由の説明を求めます。松田町長。

町長（松田知己君） 長谷川氏は、９月３０日で任期満了になりますが、人格、見識ともに高く、

広く社会の実情に通じて人権擁護について理解のある方ですので、引き続き委員候補として法務

大臣に推薦したいと思い、人権擁護委員法第６条第３項の規定に基づき議会の意見を求めるもの

でありますのでよろしくお願いいたします。

◎議案第６１号の上程、説明

議長（後松一成君） 次に、日程第２７、議案第６１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めるこ

とについてを上程いたします。

議案を朗読いたします。事務局長。

（事務局長朗読）

議長（後松一成君） 提案理由の説明を求めます。松田町長。

町長（松田知己君） 高橋氏は、９月３０日で任期満了になりますが、人格、見識ともに高く、広

く社会の実情に通じて人権擁護について理解がある方でありますので、引き続き委員候補として

法務大臣に推薦したく人権擁護委員法第６条第３項の規定に基づき議会の意見を求めるものであ

りますのでよろしくお願いいたします。

◎散会の宣告

議長（後松一成君） 以上で本日予定されました日程は全部終了いたしました。

これにて散会いたします。

ご苦労さまでした。

（午後 ０時３５分）
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